


















































































職　　名 刑　事 考古学 商　品 事務室 計
館　　長 1 1 1 一 3
事務長 1 1
調査役 1 1
学芸員 1　　　　1　　　　1 一 3
事務職員 一 1 1
嘱　　託 2 3 1 1 7
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大　　学　　名 刑事博物館 考古学博物館 商品陳列館
大妻女子大学 4（　50） （　67） 17（　67）
お茶の水女子大学 （　18）
関　西　大　学 （　42） （　42） （　42）
京都女子大学 1（　30） （　30）
専　修　大　学 2 1
創　価　大　学 2（　33） 2（　33） 1（　33）
千　葉　大　学 1 2
帝　京　大　学 1























































年　　度 1991 992 1993 1994 1995
入館者数 14，333 14，603 19，448 15，627 15，996
団体見学数（過去5か年）
年　　度 1991 1992 1993 19941995



























































































































～S59～H元 H2 H3 H4 無記入
総　　　合 107 5 0 20 20 40 20 0
郷　　　土 101 4 50 25 25 0 0 0
美　　　術 284 12 18 52 0 9 6 15
歴　　　史 502 7 24 22 5 8 3 38
自　然　史 53 0 0 0 0 0 0 0
理　　　工 83 16 46 23 8 0 0 23
動　　　物 42 17 42 5 0 2 0 2
水　　　族 42 26 36 18 0 9 0 36
植　　　物 31 10 0 33 33 33 0 0
動・水・植 14 29 75 0 0 0 0 25
全　　体 1，259 9 28 30 5 9 3 24
10．博物館入門講座の開催
　「魏志倭人伝をひも解く一読んで・みて・触れる弥生人の世界一」と題して、刑事・
考古学・商品館の3館が合同し博物館事務室が窓口を担当して、刑事博物館閲覧室を会場
として入門講座を開催した。
　（1）講座のねらい
　『魏志倭人伝』は、中国の歴史書の一部であり、我が国の弥生時代のことがらを記して
いることから、日本古代史の重要な文献として、よく知られている。とりわけ邪馬台国へ
の道のりや女王卑弥呼についての記述は、あまりにも有名である。
　しかしながら今回は、あえてそれらの論点には触れない。むしろこれまであまり注目さ
れなかった、知られざる『倭人伝』をひも解くこととする。
　じつは『倭人伝』には、弥生人の食生活、風俗習慣、装身具、法制度、交通などについ
て、多岐にわたり克明な記述が含まれている。そこで『倭人伝』のこのような記事を主軸
として、考古学、歴史学、法史学、商品学、民俗学などさまざまな視点から、それぞれの
実物資料ないしは関連資料を提示しつつ、『倭人伝』を読み解くことを試みる。
　このように多彩な学問分野から、『倭人伝』に再検討を加えることが、この講座のねらい
である。同時に、10回にわたる学際的ないしは博物館的な講義を通じて、学術研究の基本
的な手法について理解を深めて頂くこともあわせて目的とする。（入門講座の総合レジュメ
から引用し若干文体を改めた。）
　（2旧程
　10月16日から12月18日までの月曜日の午後6時から7時30分まで。全10回の講義は、大
学の講義に準じて毎回90分間とした。
　第1回は、午後6時から全講師が出席して開講式を行った。
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（3）講義のテーマ
?
日　程 テ　ー　マ 講　師
1 10月16日開講式 全講師
江戸時代からの研究の歩み 神崎彰利
2 10月23日当時の中国と倭国 伊能秀明
3 10月30日卑弥呼、銅鏡100枚を賜う 黒沢　浩
4 11月6日弥生人の風俗 外山　徹
5 11月13日尊卑おのおの差序あり 伊能秀明
6 11月20日呪術と葬送 外山　徹
7 11月27日装身具の生産と流通 熊野正也
8 12月4日弥生人の食生活 熊野正也
9 12月11日卑弥呼もって死す、大いに塚を作る 黒沢　浩
10 12月18日「未完」の総括 神崎彰利
シンポジウム『魏志倭人伝』をひも解く 全講師
（4）会　場　刑事博物館閲覧室（大学会館3階）
（5）定員30名
（6）聴講料　全講義10回分　15，000円
（7）講義の細目
　第2回　伊能秀明「当時の中国と倭国一三国志の世界一」
　　1　もうひとつの三国志の世界
　　2　三世紀の東アジア世界と倭
　　　　　一一倭人は、帯方の東南大海の中に在り一
　　　（1）後漢から三国時代
　　　　　一桓霊の間倭国大いに乱れる一
　　　（2）周辺の諸民族
　　　（3）朝鮮半島と倭国一今使訳所通三十国一
　　3　倭と中国との交渉
　　　（1）倭人伝を読む一一文章構造論一
　　　（2）倭人の対中国交渉
　　　（3）関連記事の通読
　　　（4）広開土王碑文と倭人伝
　　4　三国志の世界一冊封体制論一
第5回　伊能秀明「尊卑おのおの差序あり一一大率・大人そして下戸一」
　はじめに一前回のあらすじ一
　1　一大率
　　（1）倭国争乱と一大率の派遣
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　（2）一大率と冊封体制
2　大人と下戸
　（1）倭人伝の読解
　（2）『魏志』東夷伝にみえる大人と下戸
　（3）大人と下戸一補足
3　倭人の習俗
　（1）中国法制との比較考証
　（2）『陪書』倭国伝の刑罰記事
　　一盟神探湯・蛇神判一
　（3）倭人伝の刑罰記事一最古の刑罰一
おわりに一株儒国一
第4　調査研究事業（調べる　Research）
1．　『明治大学博物館研究報告』の創刊
　刑事・考古学・商品館の3館が合同して、それぞれの研究成果を掲載した研究報告を創
刊した。1995年5月1日付けの「明治大学博物館研究報告』寄稿要項は、
　　『明治大学博物館研究報告』（以†『報告』という。）は、歴史学、考古学、民俗学、
　　博物館学およびそれらの協業による広義の歴史学ならびにそれらと関連する諸科学に
　　関する博物館の調査研究活動およびそれから派生する研究成果について、論文、資料・
　　研究ノート、調査報告等を掲載・発表することにより、それらの学問の進展に寄与す
　　るものである。
と定めている。この要項に基づき、3館の学芸員等が研究成果を公表した。「大学博物館の
役割と生涯学習」の共通テーマにより、研究報告5編ほかを掲載している（B5判、160
頁、価1，000円）。
2．大学博物館の調査研究
　全国の大学博物館139館に関する基礎的なデータを10通りに集計分類し、学芸員の伊能、
嘱託職員の引田由美子・鈴木さおりの共著により「大学博物館に関する基礎的考察一デ
ータに見るその現状・1995年9月一」（『明治大学博物館研究報告』第1号所収）と題し
て公表した。なおこの調査の結果については、1996年5月24日の毎日新聞で紹介された。
　　　　　目　次???はじめに
データとその分析
大学博物館に関するデータ
1大学博物館の博物館法別設置状況
2大学博物館の館種別館園数
3大学博物館の館種別統計（1）（2）
4大学博物館の年次別設置状況
5大学博物館の創立年次一覧表
6大学博物館の都道府県別一覧
7大学博物館の分布図
8大学博物館施設の比較
9大学博物館の所在地一覧
10大学博物館の規定・案内一覧
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3．古文書目録のデータベース開発（第3年次）
　既刊の冊子体目録を基礎に、新しく12の検索項目を加えて、資料を早く・正しく・簡単
に検索することをめざす。江戸時代から明治時代初期に至る出羽国村山郡山口村文書（山
形県天童市）約9400点の機械可読目録化のため、前年度に引き続き遡及入力を継続した（詳
細は前稿参照）。
4．博物館資料の分類と目録化
　慶慮義塾大学名誉教授・手塚豊博士（故人）旧蔵の明治期刊行法律図書の分類整理を継
続した。分類項目を、下記のとおり立項した。現在なお整理を継続中である。
1．新律綱領
2．改定律例
3．刑法
4．刑事訴訟法
﹇」???民法
商法
民事訴訟法
その他の法律図書
5．記念館前遺跡の埋蔵文化財調査への協力
　1995年度に駿河台A地区の校地再開発工事をきっかけとして、記念館の前庭で埋蔵文化
財の発掘調査が進み、江戸時代の武家屋敷跡、排水溝や遺物が出土した。本館の学芸員は、
この発掘調査にあたり、文献調査を担当した。
　江戸時代の駿河台一帯は、徳川家康に仕えた「駿河衆」が屋敷を与えられ、直参の旗本
が住む武家屋敷地だった。1号館と記念館の敷地には、かつて4000石の旗本中坊陽之助（な
かのぼうようのすけ〉の1690坪余りの屋敷があった。中坊氏の一族は、延宝年間（1673～80）
以降幕末まで代々ここに居住し、奈良奉行、駿府町奉行、日光奉行の遠国奉行を輩出した。
また宝永6年（1709）3月、長左衛門秀広は江戸の治安を守る特別警察である火付盗賊改
に任命されている。
　1995年10月、千代田区教育委員会が前庭の3か所を試掘調査したところ、井戸・ゴミ穴・
穴蔵と推定される遺構が見つかり、江戸時代の陶磁器・木片等が出土した。大学は、11月
に埋蔵文化財発掘調査委員会（委員長・原正彦教務担当理事）を発足させ、文化財保護法
に基づき、文化庁長官に遺跡発見ならびに埋蔵文化財発掘調査の届出を行い、12月から記
念館前遺跡発掘調査団（団長・小林三郎文学部教授）による本格的な発掘調査が始まった。
　1996年1月初旬までに1号館北側から記念館南端まで調査が進み、新たに次のことがわ
かった。正門守衛所裏に中坊家の排水溝と見られる石組みが残り、歩道側へ続くこと。石
組みに沿って、表面を漆喰（しっくい）で固めた通路があり、アーケードの方向に続くこ
と。歩道沿いに表長屋が建てられ、正門のやや内側に広さが三畳分の地下室（穴蔵）が掘
られ、生活物資を貯蔵していたと見られること。この穴から17～18世紀頃の陶磁器の破片
や焼土が出土した。この地点からさらに1号館寄りかつ歩道と平行する線上の2か所から、
胞衣（えな。胎児を包んでいた膜や胎盤等のこと）を2枚の素焼きの皿ではさんで収納し
た木箱が出土した。これは、産後5日または7Eに吉日・恵方を選んで縁の下に埋めたり、
あるいは人が踏めば踏むほど長寿になるとして、戸口の敷居や馬屋の入口の下に埋める「胞
衣納め」の習俗に因んだ遺物と思われる。現場では、こうした江戸時代の生活層の上に、
明治時代の建築遺構の重なり合いが見られる。とりわけA地区の北側は、明治16年（1883）
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当時、小松宮彰仁親王の御用邸の一部に当たり、調査には、近世考古学はもとより近代建
築史の専門研究者も注目しているという。
　また東京都公文書館にある『旗本上ケ屋敷図』のうちの「中坊陽之助邸惣絵図」は、現
在の富士見坂に面した450坪の拝領下屋敷の図面であることも、実地調査で判明した。A
地区にあった中坊家の本宅の屋敷図面は、奇しくも本学と向かい合わせに立地する主婦の
友ビルにあるお茶の水図書館で保管していることが、刑事博物館の調査で新たに分かった。
旗本屋敷の絵図面が残る例はきわめて少ない。文献と考古学の両面調査から屋敷の構造が
解明されることが期待されている。現地調査は、1996年3月末で終わり、現在調査団が引
き続き遺物の分類整理を行っている。調査報告書は1998年度に刊行予定である。
　また文献調査の過程で、下記の方々に大変お世話になった。ここにご芳名を記して厚く
感謝の意を表したい。
　　　　　　　　「明治大学記念館前遺跡」発掘調査の協力者（順不同）
　　落合俊彦氏（財団法人石川文化事業財団評議員・お茶の水図書館顧問）
　　横山謙次氏（鎌ケ谷市）
　　近藤嘉雄氏（明治大学校友）
　　服部光喜氏（江東区三好2丁目　雲光院住職）
　　中坊嘉祐氏（中坊家当主）
　　小松揮世久氏（旧小松宮家　祭祀継承者）
　　福井　淳氏（宮内庁書陵部編修課主任研究官）
　　財団法人石川文化事業財団・お茶の水図書館　宮内庁書陵部　東京都公文書館
　なお埋蔵文化財発掘委員会の構成は、F記のとおり（役職名は1995年11月当時）。
　　委　員　長　　原　正彦理事
　　副委員長　　　大塚初重理事
　　委　　員　　　筒井正和理事　小林三郎文学部教授　寺本寿郎管財部長
1996年3月24日　発掘現場説明会
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調査指導委員　戸沢充則文学部教授　伊能秀明博物館事務室員　小田静夫東京都教育
　　　　　　　庁文化課学芸員　後藤宏樹千代田区教育委員会学芸員
事　務　局　　河島忠総合施設整備推進室長　菅原明美室員　熊野正也博物館事務長
第5　収集保存事業（集めて活かす　Collection＆Keeping）
1．資料総数
　資料総数は203，405点に達し、資料の利用点数は3，247点、資料撮影点数は60，064点にの
ぼった。
2．貴重資料の修復
　（1）「大隅国祢寝文書」
　大隅国肝属郡祢穫郷（鹿児島県肝属郡根占町）の「祢寝文書」（ねじめもんじょ）は、本
館の資料中でも数少ない中世文書である。建仁3（1203）年に平清重が祢寝院南俣地頭職
に補任され祢寝氏を名のった。南北朝時代に8代清有のとき足利氏につかえ、戦功をたて
て大祢寝院地頭職を兼ねて大隅国南部に勢力を張った。戦国時代に島津氏につかえ、文禄
4（1595）年薩摩国に移った。祢寝文書は、九州地方の中世文書として有名であり、『九州
史料叢書』や『鹿児島県史』に収録されているけれども、その多くは近世の写本をもとに
しているにすぎない。本館には、元応元（1319）年の土地売券、「須家胤末契約状」（貞治
2・1363年）、「建部清経子息等田畠譲状」（年不詳）を所蔵している。特段の保存措置を講
ずる必要があり、厳選した素材、補修技法、特殊印刷を駆使して原本の修復を行い、今後
の研究・活用に対応した。
　（2）「御成敗式目」
　本館に多数の「御成敗式目」写本があることは、すでに佐藤邦憲「御成敗式目諸本につ
いて一明治大学刑事博物館所蔵本を中心に一一上・下」（『明治大学刑事博物館年報』第
12・13号所収）で紹介されている。今回修復したのは、虫損が甚だしく閲覧不能だった一
写本である。これには板咲、第1丁および奥書に、本文と異筆で、清原宣賢の孫の舟橋枝
賢が筆写した旨の書き込みがある。この書き込みが後人の手になることは、すでに佐藤論
文で指摘されている。しかしその書体は「室町末～江戸のごく初めの書風と考えられる」
（佐藤論文、上74頁）。ゆえにこれを補修し、原資料の維持と研究推進に対応した。
3．内藤家文書のマイクロフィルム化
　1994年度に引き続き、磐城平藩ならびに日向国延岡藩内藤家文書の35mmマイクロフィ
ルムによる撮影を継続した。撮影完了まで今後およそ10年間を要する。またすでに撮影し
た部分について、内藤家の旧領にあたる福島県いわき市教育委員会、宮崎県延岡市教育委
員会からそれぞれデュープフィルムの頒布申請があり、これに対応した。
4．資料保存特製帳の作成
　前述した手塚博士旧蔵の明治期法律図書について特製咲を作成し、鉄内に60パーセント
に調湿したアートソーブシートを充填し、保存・活用の推進に対応した。
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5．資料保管庫の更新
　資料収蔵室は、従来から室温20度・湿度60パーセントに調整し、24時間空調している。
室内にはスチール製の資料保管庫を設置し、庫内に古文書資料を収納している。老朽化し
た資料保管庫は、毎年度継続的に更新し、新たにスチール製キャビネットを設置して、収
納量の増大と省スペース化を図った。
6．内藤家文書の受贈
　延岡藩内藤家の第17代当主の内藤政道氏（もと子爵、宮内庁式部副長、延岡市名誉市民、
1995年3月10日逝去、追悼記事は前稿参照）から、生前に資料の寄贈を受けた。ここに特
記して厚く謝意を表したい。寄贈資料の概要は、手もとにある「内藤政道氏寄贈　　『内藤
家文書』資料目録」（稿）によると、かつて内藤家で行った資料の分類項目順に、ア当家霊
神、ウ歴代筆跡、オ命名・花押・印、ク菩提所関係、ケ家政関係、サ辞令類、ス道具並二
関係書、タ伝記、テ戦記・雑誌、ト兵法武芸、ヌ法帖・拓本、ハ教育（家訓）、ホ絵図類、
マ文学、ミ記録、ム古文書、ヤ建築、ユ雑書、その他となっている。これらは、現在なお
整理を継続中である。
第6　学芸庶務ほか
1．会議
　（1）定例会議
　毎週月曜日の午前10時から博物館専任職
員による定例会議を開き、博物館業務の万
端について連絡、意見の交換および調整を
行い、業務の徹底および円滑化を図った。
博物館事務長が議事を進行し、外山学芸員
が記録を作成した。
　（2）3館長会議
　5月16日に刑事・考古学・商品の3館長
による館長会議を開催し、3館の担当者か
らそれぞれ1995年度の予算、事業スケジュ
ールおよび事業計画を説明し、事業内容の
周知徹底および意見の交換を行った。
2．責任の明確化一決裁方式の採用一
　1995年度の博物館業務にかかわる事項に
ついては、「決裁書」の作成を励行した。す
なわち処理すべき案件が生ずると、起案者
（学芸員もしくは嘱託職員）が博物館専用の
決裁書用紙に簡潔に業務内容を記入したの
ち、これを学芸員2名以上（学芸員が起案
した場合は1名でも可とする）が検討して 決裁書の一例
柳M魑事務寧媒用
灘
?
?
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押印する。予算の執行にかかわる案件については、予算
を管理する専任職員を経て事務長の決裁を受ける方式を
採用した。これによって、業務の責任分担が明確となり、
処理も確実になるとともに、その記録化が可能となった。
3．人事など
　（1）川端博・新館長の就任
　前館長の鍋田一博士の定年退職により、その後任とし
て1995年4月川端博・法学部教授が新館長に就任された。
川端館長は、1944年5月1日生、沖縄県具志川市の出身
で、専門は刑法・刑事訴訟法。現在司法試験考査委員、
川端博　刑事博物館長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本刑法学会理事、犯罪と非行に
関する全国協議会理事をつとめる。主な著作に『正当化事情の錯誤』（成文堂）、『違法性の
理論』（同）があり、そのほか著書論文多数。法学博士。
　②熊野正也・新事務長の就任
　前事務長の神崎彰利氏の職位定年により、その後任として1995年4月熊野正也学芸員が
新事務長に就任された。熊野事務長は、1941年7月25日生、青森県三沢市の出身で、専門
は考古学・日本文化史。かつて千葉県市川市の市立市川歴史博物館長、本学文学部兼任講
師、千葉大学非常勤講師等を歴任し、現在江戸川区文化財保護審議会委員などをつとめる。
考古学に関する著書論文が多数ある。
　（3）神崎彰利調査役の定年退職
　1955年以来、本館に永年勤続され、本学の教育・研究の発展に多大の貢献をされた神崎
調査役が、定年規程により1996年3月末日で退職された。同氏は、1991年4月から初代の
博物館事務長に就任、1995年4月博物館調査役に就任、かたわら同年11月に新設された相
模原市立博物館の初代館長に就任された。業績ならびに著書論文はきわめて多く、経歴お
よび著作については「神崎彰利博物館付調査役　略年譜および著作目録」（『博物館研究報
告』1所収）ならびに毎年度発行の『明治大学学事記録』を参照されたい。
　（4）その他
　本館の学芸業務および学芸庶務の推進に貢献された嘱託職員の斎藤秀昭氏ならびに引田
由美子氏が、任期満了により1996年3月末日で退職された。斎藤氏は、内藤家文書のお里
帰り展覧会「江戸時代の延岡」展の開催等に尽力された。引田氏は、入門講座「魏志倭人
伝をひも解く」の開催や大学博物館の調査報告の作成に尽力され、1996年4月1日から朝
霞市役所の専任職員に採用された。両氏に感謝し、ますますのご活躍を祈念したい。
　またすでに1991年4月施行の事務組織暫定規程の一部改正により、博物館事務室が新設
され、同年10月新たに明治大学博物館規程が制定施行された。規程第10条により、刑事・
考古学・商品の3館長の諮問に応じるため、3館にそれぞれ運営委員会を置くことが定め
られている。しかしながら、3館にそれぞれ委員会を置くことが煩雑に過ぎ実状に合わな
いこと、旧委員の任期満了時に委員改選の発議部署がどこか異論が生じ混乱したこと、「運
営委員会」の名称がややもすれば執行機関の意に誤解される恐れのあることなど、種々問
題が生じた。それゆえ、新たな委員の委嘱がなされなかったため、運営委員会は現在欠員
となっている。
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おわりに
　3月20日に発生した地下鉄サリン事件は、3000名を越える被害者と深刻な社会不安をも
たらした。この大事件のショックもまだ覚め切れない5月中旬、岩手県の中学校長から丁
重な手紙が届いた。その趣旨は「生徒が博物館を訪問し、グループ学習する予定でしたが、
昨今有毒ガス事件などが発生しており、安全を考慮して地下鉄を利用した自主研修を中止
することになり、貴館の訪問を取り止めさせて頂きます」という内容だった。地下鉄サリ
ン事件は、地方から上京する中学生の修学旅行にも重大な影響を及ぼしたのである。また
オウム真理教事件の特別報道が相次ぎ、1995年度の始まりは、なんとも重苦しい世紀末的
な雰囲気に包まれた。その余波で、博物館資料を取材した番組の放送予定が大幅に崩れ、
意外な局面で博物館と社会とのかかわり具合を再認識した。
　しかし、やがて博物館は例年どおり活況を回復し、多くの来館老を迎えた。これも、一
般公衆の健全さおよび生涯学習者から博物館が愛好されていることの証明であり、博物館
の一員として同慶の念にたえない。ところで、新たな陣容で望む1996年度は、博物館入門
講座の拡充や博物館実習の通年受け入れなどの新規事業が予定されている。
　その一方で、博物館組織を取り巻く環境は、職場の意向とは裏腹に、刑事・考古学・商
品館の事務所管部署が異なった時代とほとんど変わらない。旧態依然として、組織改編の
可能性すら感受されない。思うに、本学がほんとうに大学開放の道を歩もうとするなら、
博物館はその先駆けとして組織改編が断行され、一層高次の活用が図られなければならな
い。明治大学博物館の組織をめぐる諸問題については、すでに拙稿「試論『大学博物館』
考一明治大学博物館に関する7章節一」（『博物館研究報告』1）で述べたことがある。
ここでは、その一端をあらためて紹介する。刑事博物館は、博物館法に基づいて文部大臣
が指定した博物館相当施設である。博物館法第4条第3項によれば、「博物館に、専門的職
員として学芸員を置く。」と定められている。また本学には学芸員養成課程が開設され、「学
芸員は、博物館資料の収集、保管、展示及び調査研究その他これと関連する事業について
の専門的事項をつかさどる」（博物館法第4条第4項）ことが講義されるとともに、大学博
物館での博物館実習が課せられている。そして毎年度100名前後の履修生に対して、学芸員
資格を認定している実状である。にもかかわらず、本学には学芸員の職制がなく、博物館
職員は学芸員として任用されていない。本稿で「学芸員」と称しているのは、あくまで単
なる呼称であり、この呼称でさえ歴代の館長が長年辛抱強く交渉した結果、ようやく大学
が認めたにすぎない。学芸員課程のある大学の附属博物館に、学芸員制度がないのは大き
な矛盾である。大学博物館の職員になんら制度的な保障がない現状では、我々は、常に個
人的な努力と責任で、博物館活動の発展向上に尽すしか方途を見いだせない。このことを
つねにきわめて遺憾に思っている。
（付記）新任の嘱託職員として、1996年4月1日付けで唱桂子氏（大妻女子大学卒、刑事博
物館担当）、水口尚子氏（立教大学卒、博物館事務室担当）の学芸員資格者が着任した。
（いよく　ひであき）
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